
　
「
一
九
九
二
年
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

ベ
ン
チ
ェ
省
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か
ら
南

西
九
〇
㎞
）
知
事
か
ら
『
口
唇
口
蓋
裂

の
患
者
が
多
い
が
、
手
術
で
き
る
医
師

が
い
な
い
』、
と
医
療
支
援
要
請
の
手

紙
を
受
け
、
翌
年
か
ら
現
地
で
無
償
手

術
を
始
め
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

激
戦
地
で
あ
り
、
枯
葉
剤
が
原
因
で
、

患
者
数
は
お
よ
そ
二
〇
万
人
と
推
計
さ

れ
ま
し
た
。多
く
の
関
係
者
の
協
力
で
、

医
療
機
器
を
持
ち
込
み
、
手
術
棟
な
ど

も
設
置
。
初
期
に
は
六
十
代
の
患
者
も

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
乳
幼
児
の
手
術

が
中
心
に
な
り
、
保
護
者
の
方
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
支
援
に

理
解
を
示
し
、
ベ
ン
チ
ェ
省
の
省
長
も

務
め
た
フ
ォ
ン
氏
が
昨
年
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
の
市
長
と
な
り
、
大
村
知
事
の
決
断

で
、
今
回
の
覚
書
の
調
印
に
至
り
ま
し

た
」。

　

夏
目
教
授
は
協
会
、
大
学
の
四

半
世
紀
に
及
ぶ
医
療
支
援
が
人
口

一
〇
〇
〇
万
人
の
ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
都

市
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
愛
知
の
交
流
の
架
け

橋
を
築
い
た
と
指
摘
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
国
土

面
積
で
、
人
口
は
約
九
〇
〇
〇
万
人
。

在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の
う
ち
、
愛
知
県
に

は
一
万
六
〇
〇
〇
人
が
居
住
、
東
京
の

二
万
二
〇
〇
〇
人
に
次
ぐ
第
二
位
。
今

年
は
昨
年
に
比
べ
て
日
本
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
へ
は
一
五
％
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本

へ
は
三
〇
％
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
者
が
増

加
し
て
い
る
。

　

両
国
関
係
の
進
展
は
、
歯
科
医
療
面

で
の
支
援
が
底
支
え
し
た
の
は
間
違
い

な
く
、
今
回
の
大
村
知
事
に
よ
る
ベ
ト

ナ
ム
訪
問
で
、
夏
目
教
授
が
中
心
と

医療交流から
経済交流新時代へ

愛知の歯科人道支援が結実

　

愛
知
県
は
今
秋
、
大
村
秀
章
知
事
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
友

好
交
流
協
定
の
覚
書
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
人
道
援
助
の
た
め
の
医
薬
品
輸
出
の

覚
書
の
調
印
も
行
わ
れ
、
将
来
的
な
経
済
交
流
へ
の
扉
も
開
い
た
。
愛
知
学
院
大

学
歯
学
部
付
属
病
院（
名
古
屋
市
千
種
区
）に
本
部
の
あ
る
口
唇
口
蓋
裂
協
会（
川

口
文
夫
理
事
長
、
以
下
協
会
）、
大
学
が
二
五
年
に
わ
た
り
無
償
手
術
な
ど
人
道

支
援
を
し
て
き
た
成
果
と
い
え
る
。
協
会
常
務
理
事
で
、
援
助
を
主
導
、
交
流
の

契
機
を
作
っ
た
夏
目
長
門
同
大
教
授
に
聞
い
た
。

愛知学院大学の国際貢献

愛知学院大学　夏目  長門教授に聞く


